
第三部拡大役員会（第 25期・第８回） 

議事要旨 

 

Ⅰ 日 時 令和３年５月 27日（木）10:00～12:00 

 
Ⅱ 会 場 オンライン会議 
 
Ⅲ 出席者 

第三部役員       吉村  忍  部長 
米田 雅子  副部長 
沖  大幹  幹事 
北川 尚美  幹事 
 

日本学術会議      菱田 公一  副会長 
 
事務局         髙橋、大橋、大澤 

 
Ⅳ 議 事 

１.第三部拡大役員会（第 25期・第７回）議事要旨の確認 

２.第三部夏季部会について 

３.あり方報告書に基づく第 25期提言等作成活動のアクションプランについて 

４.前回第三部会で議論された宿題への対応について 

５.その他 

 
Ⅴ 配布資料（資料番号は、議題と対応） 
資料１   第三部拡大役員会（第25期・第７回）議事要旨（案） 

資料２－１ 公開シンポジウム「ジェンダード・イノベーション（Gendered Innovations）～ 

一人ひとりが主役の研究開発が、新しい未来を拓く ～」の開催について 

資料２－２ 令和３年度 第三部夏季部会について（案） 

資料２－３ 第三部夏季部会に向けたスケジュール案 

資料３－１  あり方報告書に基づく第25期提言等作成活動のアクションプランについて 

資料３－２ 第三部拡大役員会（第25期・第○回）第11回理学・工学系学協会連絡協議会議事

次第案 

資料４   第三部会（第25期・第２回）議事要旨（案） 

 

参考資料１ 第三部拡大役員会（第25期・第８回）名簿 

参考資料２ 今後の開催予定等 

 
  



議事 
 
1  第三部拡大役員会（第 25期・第７回）議事要旨（案）の確認 

・ 吉村部長より、資料１に基づき、第 25期・第７回第三部拡大役員会の議事要旨案の確認が行わ

れ、了承された。 

 
2  第三部夏季部会等について 
・ 北川幹事より、資料２－１のシンポジウム提案書の説明がなされ、詳細な点は、今後事務局と

も検討していくこととした。 
・ 記者会見の場でのチラシ配布など、シンポジウムの積極的な広報活動をすることが確認された。 
・ 夏季部会の日程について、８月 18 日に部会とシンポジウム、19 日に部会を行うこととした。

会員は原則オンライン会議とし、役員が広島大学又は学術会議に赴くかどうかは、今後の状況

を見て検討することとした。 
・ 日程は速やかに第三部会員に知らせることとした。 
・ 日程に関連して、米田副部長から、資料３－２の説明がなされ、分野別委員会委員長及び学協

会にオンラインで集まっていただく学協会連絡協議会を開くことが提案され、委員間で意見交

換を行った。 

・ 開催日時は６月 24日 10時からとし、議題に「日本学術会議における分野横断的テーマへの取

組について」を加えることとした。 

 

３ 報告書に基づく第 25期提言等作成活動のアクションプランについて 
・ 吉村部長より、資料３－１の説明がなされ、提言等の発出予定のある分野別委員会や分科会の

役員と第三部役員による会議の場を設け、内容等について情報収集やフィードバック等を行う

旨提案があった。それを受けて、提言等の発出等について意見交換が行われた。 
・ 意見交換の場は夏前に２回程度設けるよう、日程調整を行うこととなった。 
 
４ 前回第三部会で議論された宿題への対応について 

・ 第三部で議論された分野横断的テーマについてはカバーされて動き出していることを確認し、

課題別委員会等の状況の情報共有がなされた。 

 

5 その他 
・ 第三部の査読について、方法等を確認した。 

 
（閉会） 


